
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３/７ ～これまでも これからも つながる産直の輪～ 

第３０回 産直 虹のつどいを開催しました！ 

来賓挨拶  

鳥取県産直協議会会長  

小前 孝夫 様 

産直コープ牛乳 産直提携５５周年を迎えて 

大山乳業 礒田 雅允 様 

 

３月７日(土)とりぎん文化会館にて、産直商品や水産加工品の県内外１6 団体・メーカー（29

名）と組合員が直接交流する「第 30 回産直虹のつどい」を開催しました。250 名の組合員、

生産者、職員が集まり、産地からの報告を聞いたり組合員と生産者が交流し、お互いの絆をさら

に深め合うことができました。「‶顔が見える関係づくり″は産直の原点、これからも産直の輪を

広げよう!」と訴えた第３０回「産直虹のつどい宣言」を参加者一同で確認しました。 

 

お出かけ子育てひろば 

「大好き大山乳業♡工場見学＆取り組み報告」 

中部エリア会 前田 美智子 さん 

タイ産バナナ 産直提携 30 周年を迎えて 

パシフィック・トレード・ジャパン   

ペイソー 様 

≪生産者・組合員・職員報告≫ 

パシフィック・トレード・ジャパン 

産地研修報告 

西部支所長 嶋田 悟 さん 

お祝いの言葉とともに、産直の安定供給、安定需

要の評価・価値が薄れている現状を話され「３０

回の節目として、これからどう産直の輪を広げて

いけるかを一緒に共有していきたい。」とお話い

ただきました。 

「原料に優る製品はな

し 」 を 合 言 葉 に 、 安

心・安全な牛乳を生産

してきたことを紹介さ

れ「生産者にとって牛

中部エリア会で実施した大

山乳業工場見学や産直ミニ

懇談会の取り組みを紹介し

「楽しいイベントをこれか

らも開催し、生産者を元気

「組合員さんがタイ産

バナナを選び続けてき

た３０年は農業の未来

を支え、農薬に頼らな

い農業を守ってきてく

昨年１０月に産地訪問し

集荷作業場では丁寧な検

品や洗浄作業をされてい

てとても感動したエピソ

ードや、多くの生産者さ

乳を飲んでいただくことが一番の喜び。これか

らも美味しい牛乳を飲んでほしい！」とお話い

ただきました。 

に応援していきたい！」とお話いただきました。 

れた３０年です。これからも、美味しいバ

ナナを届けます。」とお話いただきました。 

ん か ら 「 利 用 く だ さ り 本 当 に あ り が と

う！」という組合員さんへの感謝の声を沢

山いただいたことをお話いただきました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
肥後農産出荷組合産地研修報告 

地域担当者 山田 秋弥 さん 

創立７５周年記念産直産地ツアー

「折笠農場」報告 

組合員 福田 郁枝 さん 

折笠農場 折笠 健 さんからの 

ビデオメッセージ 

 

創立７５周年記念産直産地ツアー 

「しもつコープファーム」報告 

三原理事 

宮本さんからは４月から

出荷がはじまる「水田ご

ぼう」を紹介され、「白

く香りが良いので是非利

用してほしい」とお話い

ただきました。  

昨年１１月の産地訪問

での産直レモンの収穫

体験や産直ごぼうの圃

場見学の様子を紹介さ

れ、生産者の「よりよ

い商品を届けたい！」

北海道の広大な農地や大型

農機具の見学、レストラン

での素材の良さで料理の美

味しさに感動したことなど

を紹介いただき「産直商品
「産直提携から２５年間、ありがと

うございます。これからもおいしく

て安心・安全なジャガイモと玉ねぎ

をお届けします！」と元気なメッセ

ージをいただきました。 

昨年１０月の産地訪問での収穫体験や生産者交流について紹介いただき

ました。また、15 年前の 2010 年のツアーで出会い親友となった組合

ごぼう生産者の奥村

さんからは、種まき

やハウスでの草取り

の大変な苦労をお話

いただきました。 

との強い愛情・こだわりを感じたことを報告

され「これから地域担当者として組合員にそ

の想いを伝えていきたい。」と話されまし

た。 

は安全でおいしさが保証されていて、相応の価

値がある。これからも購入することで生産者を

応援していきたい。」とお話いただきました。 

員お二人が、再び昨年のツアーに参加され生産者さんと笑顔で再会され、「お互いに頑張りましょ

う」とお話をされている姿に胸がいっぱいになったというエピソードを紹介されました。「生産者と

つながり、組合員同士も繋げて、これまでも、これからも、産直の輪がつながっていきたい。」とお

話いただきました。 

産直カットごぼう・産直レモン  

産直提携２５周年を迎えて 

肥後農産出荷組合 宮本 洋一郎 様 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(有)べこ会・アンド・まるせい （有）リサールベルデ 

（株）はりまや 

農事組合法人しもつ 

コープファーム 

≪生産者交流の様子（抜粋）≫ 

鳥取県畜産農業協同組合 

 

（株）ダイマツ 

【参加メーカー・団体（順不同）】 

マルイ食品（株）、(有)リサールベルデ、大山乳業農業協同組合、(株)海産物のきむらや、（株）ダイマツ、 

(有)べこ会・アンド・まるせい、(株)パシフィック・トレード・ジャパン、(株)大新、(有)肥後農産出荷組合、

農事組合法人しもつコープファーム、鳥取県畜産農業協同組合、岩国れんこん生産者の会・ （有）広中食品、

(株)井ゲタ竹内、（株）はりまや、（有）津軽産直組合、（株）西日本ジェイエイ畜産 

 

お昼は産直・参加メーカーの食材を多数使用した 
産直虹のつどいオリジナル弁当を食べ大好評いただきました！ 

    

    

（有）広中食品 （株）大新 マルイ食品（株） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２６年３月７日（土） 

第３０回「産直虹のつどい」参加者一同 

第

２

参加者の総意として、第 30 回「産直虹のつどい」宣言が確認されました 

安全で安心、そして確かな品質の産直商品を「届けたい」「利用したい」という想いは、私

たち生協組合員と生産者の皆さんに共通する願いです。この願いこそ、鳥取県生協が産直事業

を進める上で揺るぎない原動力となっています。 

2025 年度は、気候変動の影響が更に強まり、記録的な高温や豪雨、突発的な天候不順が続

いた事で、農作物の生育や収量に大きな影響が出ました。畜産や漁業でも水温上昇や資源変動

が見られ、生産環境は不安定さを増しています。また後継者不足による生産基盤の弱体化も深

刻化し、地域の農業・漁業・畜産業を持続させるための課題は年々大きくなっています。 

更に全国的に「米問題」が大きな課題となりました。高温による品質低下や等級落ち、需給

バランスの乱れによる価格変動、作付け調整の難しさ等、米を取り巻く状況は不安定で、生産

者にも組合員にも不安が広がりました。地域農業の基幹作物である米の不安定化は地域経済に

も波及する重要な問題として大きく取り上げられました。こうした状況の中で、生産から消費

まで関わるすべての人が互いの立場や想いを理解し、支え合うことが、持続可能な生産と消費

の輪を広げるうえで欠かせない価値であることに、あらためて気づきを得る機会となりまし

た。 

生産環境が年々厳しさを増す中でも、生産者の皆さんは「よりよい産直商品を届けたい」と

いう強い想いを持ち続けておられます。組合員、職員による産地訪問や営農研修等を通じて生

産者・組合員・職員が直接語り合う交流の場を広げることで、その想いに触れ、互いの理解を

深めてきました。“顔の見える関係づくり”は産直の原点であり、未来へつなぐ大切な取り組

みです。 

2025 年度、鳥取県生協は創立 75 周年を迎えこれまでの歩みを振り返り、生産者や組合員

に感謝の気持ちを込めた様々な企画やイベントを展開する事ができました。 

そして今回の「産直虹のつどい」は 30 回という節目を迎えます。先人たちが築いてきた

「産直の輪」を大切にしながら、より多くの組合員と生産者が共に学び、支え合う活動をこれ

からも続けていきます。 

今回のテーマ「これまでも これからも つながる産直の輪」の通り、本日の「産直虹のつど

い」が、今後も生産者と組合員の笑顔を育み、よりよいくらしにつながることを全員で確信

し、「つどい」の宣言といたします。 



鳥取県生協の「産直」は、単なる「産地直送」や「産地直売」ではなく、生産者と 消費者

（組合員）の顔が見える産地直結の活動です。 

生産者と消費者がお互いに栽培・肥育方法を確認し合い、交流を重ねながら、将来にわ

たって継続的に取引ができるような適正な価格で取り扱う 

『 つながりと応援を大切にしている 商品 』 です。 

 

第 30 回「産直虹のつどい」では、250 名の過去最高の参加人数とな

り生産現場の様々な努力や生産者さんの想いを組合員さんにお伝えする

とともに、交流を通じて、組合員さんと生産者との「絆」を強くするこ

とができました。 

2026 年度は、大山こめ豚みみとん（15 周年）、岩国れんこん（15

周年）、大山ブロッコリー・日南トマト（10 周年）が周年を迎えます。

今後も鳥取県生協は生産者と組合員が交流し学び合い協力しながら“産

直”の発展に努めてまいります。 

鳥取県生協の 産直三原則 とは 

生産者と生産地、栽培・
肥育方法（農薬・肥料・
飼料等）が明確である 
こと 

組合員と生産者が
交流できること 

産直事業として適正な
価格を追求し、事業の
継続発展が進められる
こと 

・初めて参加しました。チラシでしか分からなかったメーカー・生産者さんに直接話が聞けて

良かったです。 

・３０年も長きにわたり、私たちの食を支えてくださり、感謝に堪えません。相互に顔の見え

る関係が信頼を生み、続いてきたんだと思います。 

・職員報告もよかったです。生産者・組合員・職員報告を聞き組合を継続してこられて、今私

たちが利用できることにとてもうれしく思います。利用者として協力したいと思います。 

・安心・安全に不安な気持ちがありました。今日参加させていただき、取り組みに信頼を確信

しました。これからも生協を信じて、参加したいと思いました。これからもよろしくお願い

します。 

   参加者された組合員さんの声 （アンケート抜粋） 
 

お問合せ 鳥取県生協組合員活動グループ 0858-85-0019 月～金 9：00～17：00 

 


